














永 尾 守 俊
液晶の強訴電性 は,ーMeyer等-が008^MBCくp-decyloxybenzylidene-p'-1-1ethylbutytcinnatate)ち
合成 す ることに よって発見 した.Meyer等は, 液晶 の対称性 が, 自発分極 を妨 げ て いると考 え,不
斉炭素庶子 を含 む鞭晶の スメクチ t').ク C相 を実現 し, その葡訴篭性 を稚放 した. その後,強訴罵性
液晶は, 表示装置の材料 としての可成 性 を持つ ことか ら,種 々の物 賞が 合成 され, その堆 朱が封ぺ
られて きた.
Mcyer等 は,液 晶が強 訴電位 を示 すための条 件 と して, まず分子 が棒状 をな し, その長軸 に垂直
な成分 を持 つ電気双極子 が存在 す ること, 更 に対称性 を洋 とす ために分子 が不斉 炭素原子 を持つ こ
とをあげ ている. この ような液 晶分子が スメクチ ック C相, す なわち沖晶 が層状 をな し,分子 が相
の法綾 方向に対 し, あ る角度 Cをなす方 向に配向 して い る状態, にな ると更 に対称性 が低 くな り,
強誘電性 を示 す と考 えた.
反応 速度 の早 い表示装置をつ くるため に, よ り大 きな 自発分 極 をもつ液 晶分子 が合成 されて きた.
強訴電性液 晶の 自発分極'は,分子の長軸 に垂直の成 分 を
持つ悶 双極子が, 剛 をを も-て回転 して い るため と C10H2･-0◎a･N◎--C'-0- Pc2H5
考え られ る. この ため, 電気双轟子 が大 きいほ ど自発分
- 大 き くな る- が あ る･ tJか し, 自発分- 大 きさ Crpe 且 sJneCdcCIE,smccdcAjillsotropic/･,･
Sm∝licH
を決定 す る要因はその ほかに も色 々考 え られ, その中で
図 1･.DO8AMBCの分子式と転移温度
ち, 電 気双極子が不斉炭素原 子に対 しどの ような位置 に
あ るの か とい うこ とが強 い影 響 を持 って いるよ うで あ る.
一般的 な傾向 と･しては,電 気双極子 が,不斉炭素原 子に
近 いほ ど自発分極 が大 き くな る. しか しこれ も,全 ての
場合に 当て は まるわけでわな く,分子の立体的 な効果の
影響 がみ られ る場合 もあ る.
塘 品 の理論 は,連続体 として放 った理 論が多 く, 今回
絞晶分 子間, 分子 内の相互作用,双極子相 互作用 を考 え,
特 に他 の強 誘電体 に比べ 自発分極の値 が小 さいことや,
傾 き角 βに比例 す るといった特徴を持 つ,強 訴電性液晶
の 自発分極横樵 につ いて,他 の強誘電体 の理 絵 を抵 まえ
て考察 す る.
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図2:DO8付IBCの温度に怖する自発分毎の変化
